
①事業の目的・背景

〇本事業の対象地域（七飯町、
鹿部町、森町）は、大沼国定公
園という観光資源がありながら、
有効に活用できていない結果、
特に冬期間には通過型の観光
地となっている。
〇冬季の目玉となる高付加価
値ナイトタイムコンテンツ造成を
きっかけとして、滞在型観光地
への転換を図ることで、地域全
体での観光消費拡大を図る。

②事業実施フロー

③実施結果

■次年度へ向けたまとめ

■本事業では、新型コロナウイルス感染症の影
響から、モニタリングツアー・旅行会社招聘、造成
したコンテンツの実施、旅行商品としての販売ま
では至らなかったが、次年度以降の自走化に向
け、ナイトタイムコンテンツのみならず、通過型観
光地から滞在型観光地への転換を図る当地域の
課題と可能性を見いだすことができた。

■ポストコロナを見据え、「３密対策」を確実に実施できる下記５コンテンツとした。
①ナイトアイスカルーセル、②ナイトソリ、③わかさぎ釣り、④星空鑑賞、
⑤スノーシュー

■フィールドワークを含めた総合的な研修

■第１回
座学パートでは、昨年度アイスカルーセル実施実績のある大沼地域の方より、大
沼地域の特色、アイスカルーセルを中心とする造成コンテンツの概要や安全管理
等、また、星空ガイド経験豊富な有識者から、星空鑑賞におけるガイドのテクニッ
クやノウハウについての講義。
実地実習パートでは、アイスカルーセルを中心として、実際の導線確認や効果的
な演出方法、実際にコンテンツを体験することで課題の抽出を行った。

■第２回
座学パートでは、２人の有識者よりナイトタイムコンテンツの活用事例及びガイド
の重要性について、及び、アイスカルーセルの今後の具体的活用の可能性につ
いての講義。
実地実習パートでは、第１回で抽出された課題の検証を中心にコンテンツの磨き
上げを図った。

■造成コンテンツ

Ｒ２．９～
当初、７つのコンテンツ造成を予定したが、「３密対策」が
充分にできないという観点から、５つのコンテンツ造成に
絞り込んだ。

R３．２～
当初は、「ガイド育成研修」、「フィールドワーク」、「モニ
タリングツアー」、「旅行会社招聘」を予定していたが、
北海道の集中対策期間（道内外での不要不急の往来
自粛要請）、国の緊急事態宣言に鑑み、「モニタリング
ツアー」、「旅行会社招聘」を中止した。

研修についても、オンラインを活用しながら、当初の「ガ
イド育成研修」から「フィールドワークを含めた総合的な
研修」へと質的に変容させた。

令和２年度 「ナイトタイムエコノミー推進にかかるコンテンツ造成事業」

大沼公園ナイトソリツアーと日本発祥の大沼のナイトアイスカルーセル（氷のメリーゴーランド）造成事業

R３．２．２５
最終報告会をオンラインにて実施。

※一部オンライン開催

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響
により一部事業を縮小し実施。

フィールドワークを
含めた総合的な研修

の実施

造成コンテンツ選定

次年度に向けた
磨き上げ


